
※１コンテンツホルダーへの対価還元等も推進 ※２高専生、大学生を含む

ＡＩにより地域の強みを活かすＡＩ実装（官民投資の呼び込み）

・地域ごとの栽培・管理ノウハウのデータ化とLLMの活用、

音声による現場での活用（応用アプリの作成）

・実務面でインパクトが大きいAIプロトタイプを収集し、評価することで、

実装※１を後押し

・AI実装のベースとなる教育・リスキリング環境の整備（農業教育機関×ＡＩ産業界※２）

AI実装を行う高収益農業者等の大規模展開（官民共創）

農山漁村におけるＡＩの活用
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